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南 相選＊
はじめに 1945年)｣)，さらには梶井がみずからリストを出してい
る学習書の内容の検討を，落してしまったのである．
私は先行研究をふまえ，かつ学習書分析を重視しなが
ら，梶井が指摘した三位一体構造の形成過程を，次の三
つの時期に区分してあとづけたい
ａ江戸時代の韓国語学習の蓄積のうえに立ちながら
も，明治政府の朝鮮侵略の手段という目的が加わって韓
国語学習の目的が変質していく過程（1872-1880年）
ｈ植民地化の手段とされていく「官」の韓国語学習
の過程と，その性格をつよくはもたない日本居留民の間
における「民」の韓国語学習が，併存していた時期
(1880-1894年）
ｃ・日清・日露戦争を契機に支配の手段という目的
が日本人の韓国語学習全体につらぬかれる反面，日本語
の「公用語」「国語」化が強まっていった過程（1894-
1911年）
なお，国名などについて，1896年までの朝鮮王朝期は
｢朝鮮｣「朝鮮人｣，1897年から1910年までの大韓帝国期は
｢韓国」「韓国人」とするが,言語については「韓国語」と
する．ただし,引用文中の用語はこのかぎりでない
明治以降の日本人の韓国語学習は，交隣・相互理解の
ためという江戸時代の伝統を受けついで始まった．しか
し，一部に見られた大衆化の可能性は次第に抑えられて
いった．朝鮮植民地化という日本政府の意図を反映して，
政府関係の教育機関における学習内容だけでなく，一般
民衆の学習内容も次第に変質するにいたり，その結果，
日本民衆レベルにおける韓国語学習の衰退と警察官など
支配の最前線で働く者の韓国語学習とに行きついた
この過程を，日本人むけ韓国語学習書などの分析によっ
て明らかにすると同時に，今日の日本人の韓国語学習を
発展させる視点を提示したいこれが小論の目的である．
韓国語学習の歴史の研究史をふり返ると，1970年代後
半以後，時代的性格や時期区分を論じる研究が発表され
るようになったい．
なかでも，梶井畦が日本人の韓国語学習の特徴として
指摘した以下の構造は的を射ているすなわち梶井は
｢日本人の朝鮮語学習の歴史一明治から日本の敗戦ま
で－」において，1910年の日韓併合以後の時期に①
朝鮮人への日本語強制，②日本民衆による韓国語無視，
③警察官などによる支配のための韓国語学習という三位
一体の構造が出現したと，指摘しているそしてこの構
造は，韓国語学習が再びさかんになりつつある今日の日
本でも払拭されきってはいない
それだけに梶井が指摘する構造の形成過程を示すこ
とが大切であるが，残念ながら，同論文はこの過程を明
らかにしていないそのおおきな原因は，梶井論文が先
行諸研究のうち，おもに具良根「明治日本の韓語教育と
韓国への留学生派遣」に依拠している点にあろう．その
ため，梶井論文は，江戸時代における友好のための韓国
語学習の伝統（神田喜一郎「朝鮮と雨森芳洲｣，李進煕
｢雨森芳洲の朝鮮語｣）や，日露戦争期という画期の大事
さ，および「宮」と「民」における韓国語学習の動きの
ちがい（稲葉継雄「日本人の朝鮮語学習史（明治期一
第１章．明治初期における韓国語教育機関の設置
と対朝鮮政策
（１）1872年の「韓語学所」設置と対馬における韓国語
教育の蓄積
1872(明治5)年旧暦10月対馬(当時伊万里県)巖
はら
原の浄士真宗大谷派＝東本願寺派・光清寺}と，外務省が
｢韓語学所」を設置した２)．これは，明治政府が設けた
最初の韓国語教育機関であった．これが嚴原に作られた
のは，ここに江戸時代以来，人材・教材の両面で，韓国
語教育の蓄積があったからである．
嚴原は，江戸時代を通じて，日本と朝鮮との外交交渉
や貿易の窓口であったその嚴原の「御使者屋」という
ところに１７２７（享保１２）年．対馬藩によって，韓国語
学校が作らｵl大渕（
それはこの時期．日常生活を通じての韓国語の修得*なむさんに'ん東京都立大学大学院生
－１１－ 
｢教育学研究」第58巻第２号1991年６月122 
な教育内容をもつ韓国語学校の設立を藩に提案した''１
それはまず，30-40日間の基礎学習を終えた学生10人を
釜山に送り，そこで韓国語を学ぶことと平行して，『小
学』『四書』『古文』『三体詩』という当時の日本・朝鮮・
中国の共通教養を日本語で学ぶ，次に，『類合」『十八史
略』を韓国語で学んだ後，『物名冊」『韓語撮要』「淑香
伝』などの朝鮮の書籍・小説を朝鮮人について学ぶ，と
いう教育課程の提案であった．
1727年に作られた「御使者屋」の学校は，1720年の
｢通詞」養成の提案に続く二度目の要請の結果，設立さ
れたものであるが，その教材には，芳洲が釜山で韓国語
を学ぶ時に作ったといわれる韓国語の学習書がふくまれ
ていた．
芳洲が作った韓国語学習書は，語学入門書としての
｢交隣須知』「隣語大方』中国の儒教的教訓書「勤懲故
事諺解』『韻略諺文」『酬酢雅言』「全一道人』「靱履衣
椀』，朝鮮古典小説の『淑香伝』『李白瓊伝』などである
このうち『交隣須知』は，漢字の項目別見出の下に，用
例をハングルの短文と日本語訳で示していろ．文体は丁
寧な対話体で，内容では，朝鮮の身分制度・年中行事・
冠婚葬祭・衣食住・諺・親戚関係など，朝鮮の文化・風
俗・習慣を重視している．
明酔人
「首三週人}冒是思叫｡１．１１ﾛﾄﾖ号饗ﾌ｡ロトヒ
イタダキニカミヲユイマスレトモ
日本人
望暑人}冒そ計等Ｅ１２１ﾛ}己1饗倉上１
ポンノクポニカミヲユイマスル」（巻ｌ）
（原文の意味は，「朝鮮人は頭のうえに髪を結い上げる
が，日本人は頭の後に髪を結いあげる｣）
「諺文咄是名マヱ人|芒普そ'二+坐し1長倉｡’
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当時，朝鮮の両班の間では漢文が「真書」とされ，ハ
ングルが「諺文」＝俗字と軽視されていた．そのなかで，
このような芳洲のハングルへの高い評価は注目される．
対話形式で書かれた『隣語大方』は，当時の朝鮮と対
馬藩との交通の特徴を反映して，対等な立場での公貿易
や外交交渉を行なうことにかんする内容が３分の１をし
めている．
「實買の道と申ものは双方迷惑にならぬ様に互に相
談してこそなからゑませふ此比の様にしては双
方仲の好商買とはなりません
寶買之道斗首とコセ彼此９１菟痛え１．Ｎ刈川弓
２１芒首。ﾄ･卜保存マス1且÷｡'科呈す[二１－ﾌは両相
和買斗号ヨ号土|」(巻６）
また，儒教道徳を基本とする朝鮮社会の断面をリアル
にとらえたものもある．
が困難になっていたからである．それ以前には，多くの
嚴原町人が釜山「倭館」での貿易を通じて，韓国語を実
践的に学びとっていた．そして彼らには，公貿易実務に
あたる「代館」役人や外交交渉にたずさわる「通詞」へ
の道が開かれていた．
「古館之時分ハ御国之人数多釜山浦へ罷越…日本人立
廻り侯村里如何ほとも有之…館二入来侯朝鮮人も不少…
平生朝鮮人と入り雑リ居候故，人々自然と朝鮮言葉を
覚候様二罷成,…自分商売のため二も宜ク又ハ御代館
に被召遣候端二も成候」4）
トモポ
１６７８（延宝６）年，豆毛浦}乙置かれていた倭館（これ
チコリャン
を古館という）が草梁に移転した（これを新館という）．
この倭館移転は釜山における日本人と朝鮮人との交流を
うすめ，韓国語学習の機会を減らし，通詞不足をもたら
した．これに対処するため，1727年，朝鮮通信使が泊る
｢御使者屋」に，藩による韓国語教育の場が作られたの
である
この学校では，中世以来，朝鮮との貿易をしていた商
人「六十人｣5)の子弟から生徒を募った．また，韓国語
が堪能な商人と藩の「稽古通詞」が教師と助手をつとめ
た．ここでの６年間の教育老へて，優秀な者を釜山に送
り，朝鮮人との実践的会話訓練を行なった６１
「御使者屋」の学校設置を推進したのは，雨森芳洲
(1668-1755年)ア)だった．彼は木下順庵門下の儒学者で，
し人ぷんやく
22才の時，対馬藩の「真文役」（朝鮮外交の文章jiP扱い，
使節を応接する役目）に招かれて以来，「朝鮮通信使」
が来日した時は，江戸まで随行するなど，長年にわたっ
て対朝鮮外交に従事した．
対馬に赴任する以前，すでに当時の日朝外交の基礎に
ある朱子学に通じていた芳洲は，対朝鮮外交において相
手国の言葉ができなくては真の交流は無理と考え，「朝
鮮言葉稽古」としてまる２年間，釜山倭館に滞在しなが
ら韓国語を学んだ．すでに長崎で中国語会話を学んでい
た彼は，朝鮮人から日韓中三カ国語の会話が上手だと評
されていた8)．とくに，韓国語会話の実力にかんしては，
通訳者も及ばないほどのものであった．
このような外交の実務や韓国語学習の経験をもった彼
は，「通詞」の役割を重視した．すなわち，朝鮮との
｢誠信」ある外交において「通詞ほと緊要成ル役者無之
候｣9)と考えた「通詞」の資質として，韓国語の会話や
読み書きはもちろん，両国交流の歴史や朝鮮の社会文化
事情の把握を重んじた．さらに日朝両国外交の共通の基
礎である中国の「文字ヲ知り，書物読候而義理を弁へ
候｣'0)ことを必修とした．
これらの考えを基にして，芳洲は，1720年，次のよう
－１２－ 
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「烈女は不更二夫と申ますれともケ様な鄙
がたで年若ひ女が早ふ寡婦などに成て
縁付をせずに節義を守る事は成にくひ
事ゆへ昔より貞女はお＞かりませぬ
烈女亡不更二夫一斗亨三1.1赴村R1.1人１習是刃1弓｡|望
＝寡婦三Ｍ斗す｡ＥＨ改嫁｡Ｈマヱ守節
ﾏﾌﾋﾖｽ1.1'-1マフlglrll旱E1貞烈宮zll君名吐え１
．Ｍﾌﾄﾒ'且21」（巻ｌ）
『全一道人』『靭履衣椀』などの教訓書は，原本のハン
グル訳とその日本語訳からなり，韓国語の学習段階にお
うじて，当時，中国・朝鮮・日本の共通教養である儒教
文化を韓国語を通して学ぶことにねらいをおいていた．
天上の仙女・淑香と俗世の人間・李仙との愛を道教思想
に基づいて書いた小説『淑香伝』は，朝鮮社会を理解す
るためのものであった．
このように，江戸時代の嚴原における「御使者屋」の
学校では，「交隣」という設置動機と学習内容とが対応
していた．
（２）「韓語学所」の内容と設置動機としての朝鮮「綏
服」
これに対して，明治政府の「韓語学所」の設置動機は，
朝鮮支配＝｢綏服」（＝支配服従させる）にあった．
１８６８（明治元）年，明治政府は朝鮮政府にあらたな国
交関係を求めたが，朝鮮政府の鎖国政策によって再三拒
否された．この交渉にあたった外務省の佐田白茅。森山
茂・柳原前光によって，「征韓」や「皇国安全ノ基礎」
｢万国経略進取ノ基本」のための朝鮮「綏服」が主張さ
れた．
「朝鮮国ノ儀ハ，北満州二連リ西鍵清二接シ候地…之
ヲ綏服スレバ実二皇国安全ノ基礎ニシテ…万国経略進
取ノ基本卜相成，若他二先セラルレバ『国事髪二体ス
ルニ至り可申…」'2）
この風潮のなかで，1872(明治５）年旧暦６月，外務
大丞花房義質と外務少丞森山が朝鮮に行く途中の嚴原で，
対馬士族の吉副喜八郎と越粕太郎から「朝鮮語が国家の
ため極めて必要であり…朝鮮語学校の設立が最も急
務｣'3)との提言をうけた．これに共感した森山は韓国語
教育機関設置の必要を外務卿に具申し，その結果できた
のが，光清寺の韓語学所であった．
このように光清寺の韓語学所は，設置動機の点で
朝鮮「綏服」論と結びついていたが，学生・教師・
学習内容の点では，江戸時代の蓄積に頼らざるをえ
なかった．
すなわち，はじめは，明治政府直属の通訳育成のため
に，対等・平等の交際にたずさわっていた「六十人」
出身の通詞を一掃し，ひろく士族を学生として集める計
画であった．しかし，「全国の士族の子弟から抜擢する
のは容易ではなかった｣'4)ため，３５名の学生のうち20余
名は「六十人」出身の通詞たち，のこりも対馬藩士族の
子弟となった．「教授」も，「伊万里県士族」（当時の対
馬は伊万里県）の広瀬直行が，後には，対馬出身の荒川
徳滋・対馬藩通詞の住永友助がつとめた．
授業は，「語学・句読自八時至十二時／休憩自十
二時至一時／編文・会話自一時至三時｣15)という時間
割りで，テキストも，対馬の伝統的教材であった『交隣
須知」「隣語大方』が使われた．
光清寺の韓語学所は，朝鮮綏服のための韓国語学習と
いう目的を掲げながらも，「交隣」のための韓国語学習
の蓄積に頼らざるをえなかったというズレを抱えこんで
いた．友好のための学習内容が朝鮮綏服に利用されろと
いう矛盾を内包したのである「綏服」をつらぬくため
には学習内容の変質が，学習内容の伝統をつらぬくため
には目的の変更が，必要であった．
（３）釜山「草梁館語学所」への移転と朝鮮での実習
1873（明治６）年１０月，嚴原の韓語学所は，釜山「草
梁公館」内の「章宮屋」（大谷派東本願寺）に移され，
｢草梁館語学所」と改称された．移転のおもな理由は，
ママ
｢マサカノ実用」のために「不断韓人への親接実馴」す
ること＝朝鮮での実習にあった．
「語学の者…行末ハ韓国何万へ…深ク其境二入ルモ計
り難ク…唯今ノ内ヨリ生徒ノ内拾名選ミ当館（草梁公
ママ
館）へ弓|取書籍上習読ノ余暇不断韓人へ親接実馴為致
スルニ非レハマサカノ実用二立カタク…」１６）
学生は，韓語学所の生徒のうちから，士族だけ１０人が
選ばれた．「六十人」出身者は排除され，嚴原の伝統の
うち，まず学生について人的な面が弱められた．
しかし，「マサカノ実用」にそなえた釜山移転も，「嚴
原での基礎学習一釜山での実習」という江戸時代を踏襲
した形式の一環であり，教師・教材も基本的に嚴原の蓄
積を引きついでいた．すなわち，「韓伝官」「教授」など
には，韓語学所時代からの荒川徳滋や束田尹良・住永辰
妥が，後にはやはり嚴原出身の浦瀬裕と住永友助がその
任にあたった．
「復読自午前第九時至第十時／編文自午前第十時
至第十一時／会話自午前第十一時至第十二時，但，十
二時後三十分之間休憩／新習自午前第十二時三十分至
午後三時｣'7)という時間割りも，自習の義務づけをのぞ
けば，韓語学所とほぼおなじであった
テキストには，『交隣須知』と「隣語大方』のほか，
朝鮮の風習を知るための翻訳資料として，朝鮮の古典
－１３－ 









